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	■用語の説明
	※1 複雑性
	多くの要素が自律的に動作し，且つ要素間の相互作用によって，単一の要素では保持し得ない全体として新しいレベルでの機能が創発するシステムのことを複雑系と呼びます。特に，脳は単一の要素であるニューロン(神経細胞)が1000億個以上相互に結合した複雑系の最たるシステムと言えます。そしてこのような複雑系の特徴を示すのが複雑性であり，脳における情報処理はこの複雑性を最適な程度に調整することで，多様で柔軟な脳機能が実現されています。一方，神経活動時系列における複雑性の低下は，さまざまな精神疾患(うつ，統合失調症...
	※2 サンプルエントロピー

